
グループ紹介
　ふ・れ・あ・い・ひ・ろ孔子の里

観光ボランティアガイド会

市報たく市報たく  2012.52012.51919

多久市郷土資料館ミニ企画展多久市郷土資料館ミニ企画展

　平成20年10月、多久聖廟を案内する「孔子の里観光ボラ
ンティアガイド」の活動を始めました。 
　活動目的は、多久の魅力や聖廟の由来などを伝えること
で、観光客のみなさんに「多久に来て良かった」、「多久にま
た来たい」という満足感を感じていただくことです。この
活動によって、多久の活性化に少しでも貢献できればと思っ
ています。 
　現在会員は15人。毎週土曜日（10時から15時）や団体な
どから予約が入った日、釈菜や紅葉まつりなどに交替で活
動しています。 
　ガイド会では会員を募集しています。知識や経験がない
方も大歓迎。これから一緒に学んでみませんか？活動を通
し多久の魅力を知ることができるし、仲間づくりもできま
す。自分の自由になる時間の中で活動できます。ご応募を
お待ちしています。 

　慶応 4年（1868）の鳥羽伏見の戦いから、明治 2年（1869）
の函館五稜郭の戦いまでの、 1年 5か月に及ぶ内乱を戊
辰戦争といいます。この戦争には、多久からも多くの若
者たちが駆り出されていました。
　慶応 4年 5月29日、領主多久茂

しげつぐ

族に率いられた、多久
兵158人を含む420人あまりの佐賀藩兵は、戦地に向かっ
て出発しました。伊万里から船で江戸に向かい、江戸か
らは陸路で東北へ進軍します。彼らの中には、鶴田皓

あきら

（高
取伊好の実兄）、飯盛挺

ていぞう

造（後に物理学者となる）、鳥越
剛
ごうぼく

樸（多久村長となる）らがいました。茂族が指揮した
佐賀藩兵は、アームストロング砲など当時最新鋭の兵器
を用いて若松城を攻略、城主松平容

かたもり

保らを東京へ護送し、
同年12月、佐賀へ帰ってきました。
　しかし、分隊長をつとめた鶴田皓は、東京に留まって
官職に就き、やがて刑法やさまざまな法律を起草・編纂
するなど当時を代表する法学者となりました。戊辰戦争
では白虎隊など多くの悲劇がありましたが、鶴田皓のよ

うに従軍をきっかけにして人生を拓いた人
もいました。
　鶴田皓の資料は、多久市先覚者資料館で
常設展示をしています。激動の時代を生き
抜いた、先人を身近に感じてみませんか。

▶
中
島
國
孝
会
長
と
会
員

問 多久市観光協会　☎74－2502

私たちがご案内します！
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■問い合わせ　多久市郷土資料館　☎75－3002

●連載13● 郷土資料館で学ぶ多久の歴史

『戊
ぼ し ん

辰戦争と多久の若者たち』

中尾神社の天井絵展
会場 /多久市郷土資料館 3号展示室
会期 / 4 月 6 日㈮～ 5月31日㈭
開館時間 / 9 時～16時　入館 /無料
休館日 /月曜日（月曜が休日の場合は開館し翌火曜休館）

▲鶴田皓


